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来華宣教師の中国語教育
―プレマール Notitia Linguae Sinicae（1720）から―
千　葉　謙　悟
Chinese Language Education of Catholic Missionaries in the 18th 
Century and Prémare’s Notitia Linguae Sinicae （1720）
CHIBA Kengo
	 Notitia Linguae Sinicae	（『中国語文注解』,	 1720）	 was	 published	
by	 a	 French	 Jesuit	 missionary,	 Joseph	 Henry	 Marie	 de	 Prémare	
（1666-1736）.	 It	 is	 one	 of	 the	 most	 important	 achievements	 of	
language	 exchanges	 from	 the	 17	th	 to	 18	th	 century.	 In	 this	 book,	 he	
mentioned	the	methods	for	the	study	of	Chinese	in	great	detail,	such	
as	 phonetics,	 and	 the	 proper	 order	 to	 read	 Chinese	 books.	
Especially,	 the	 descriptions	 of	 pronunciation	 is	 much	 more	 detailed	
than	 other	 grammar	 books	 edited	 by	 Catholic	 missionaries	 in	 18	th	
and	19	th	century.
	 This	paper	attempts	to	 investigate	his	view	of	Chinese	 language	
and	his	methods	 for	studying	Chinese	thorough	this	book.
キーワ ドー：	プレマール、『中国語文注解』、Notitia Linguae Sinicae、	
中国語教育、清代官話
0 ．前言
　フランス人来華宣教師プレマール（Joseph	Henry	Marie	de	Prémare,	
1666－1736）の『中国語文注解』1）（Notitia Linguae Sinicae,	1720）は17～18
 1）	 中国では『漢語箚記』という訳が与えられているが千葉2004～2008における一連の
日本語訳では『中国語文注解』と訳した。これは後述するように Notitia というラテ
ン語が「ノート」「箚記」の類の意味を第一義的には有しないことによる。本論では
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世紀における東西言語文化交流の重要な成果である。本論ではこの『中国
語文注解』を材料として、彼の中国語観およびそこに紹介されている中国
語学習法を検討したい。
　プレマールの『中国語文注解』の研究は20世紀には始まっている。『中国
語文注解』はしばしばフランシスコ・ウァロ（Fransisco	Varo）の『官話
文典』（Arte de la Lengua Mandarina，1682成書，1703刊）と比較される。
そこでは『官話文典』は例文を掲出する際基本的に漢字を用いず、当時の
西欧の文法体系で中国語を分析しているのに対し、『中国語文注解』は漢字
を用いることを重視し、また中国語自身の文法体系を重視して西欧式の分
析枠組みを用いないなどの特徴が指摘されている。
　『中国語文注解』のラテン語原文を一読すれば了解されるとおり、プレマ
ールは中国語の音声および音韻に関し精緻な観察を残している。この部分
は19世紀のプロテスタント宣教師が『中国語文注解』を翻訳した際「役に
立たない」として削除されたが、実はこの部分にこそ18世紀官話音系を多
く反映する記述が豊富に含まれているのである。
　さらにプレマールは『中国語文注解』の同じ部分において、音声や文字
から学ぶべき書物の順序に至るまで、中国語の学習法を仔細に記述してい
る。特に発音および発音練習に関して、18～19世紀のカトリック宣教師に
よる他の文法書と比べ『中国語文注解』の記録は最も詳しい。
　従ってプレマールによる中国語の観察は英訳本のみによっていてはその
全貌を窺うことができない。本論ではラテン語原文からプレマールによる
中国語観察と学習法を検討する。
千葉2004～2008にならって『中国語文注解』と称する。
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1 ．プレマールと『中国語文注解』
1．1．プレマールの生平
　ジョゼフ・アンリ・マリー・ド・プレマール（Joseph	Henry	Marie	de	
Prémare,	1666－1736）はフランス人来華カトリック宣教師である。中国語
名は馬若瑟。ただし若瑟は字、名は龍周であるという。
　1666年 7 月17日、フランス北部ノルマンディー（Normandie）のシェル
ブール（Cherbourg）に生まれた。彼の家庭環境や少年時の事績は資料が
残っておらず不明のままである。1683年にイエズス会に入り、1695年に訓
練過程を終えて翌年神父に叙された。1698年 3 月 7 日アンフィトリテ号
（L’Amphitrité）に乗り込んで中国へ向かった。この時宣教師たちを率いて
いたのはブーヴェ（Joachim	Bouvet,	中国名白晋、1656－1730）であった。
　ブーヴェはプレマールの師と言って良いであろう。プレマールは神学的
な面、特に象徴派（figurism）思想においてブーヴェの大きな影響を受け
たのである。象徴派は17世紀後半における一部の宣教師のグループを指す。
彼らは旧約聖書の記述と中国古典とを結びつけ、それと漢字の構造から聖
書中の事績の痕跡を求めようとした。象徴派は中国の古代の事物には隠れ
た形で旧約聖書時代のさまざまな跡が留められていると考えたのである。
ドイツ人イエズス会士キルヒャー（Atanasius	Kircher,	1602－1680）がこの
説を主張して以来ブーヴェはその熱心な支持者となり、プレマールはブー
ヴェを継ぐ象徴派の重要人物となった。加えてブーヴェはプレマールの中
国語の師でもあり、アンフィトリテ号の中で宣教師たちに早くも中国語と
滿洲語を教え始めている。ブーヴェが彼らに中国語と聖書の密接な「関係」
を教授していたとしても不思議ではないであろう。
　11月 7 日にアンフィトリテ号は広州に到着し、プレマールは江西に派遣
された。江西は広州から江南あるいは北京へ上る際必ず通らねばならぬ地
であり、かのマッテーオ・リッチも1594年から1598年までは南昌に住んで
いた。ルンドベックの調査では1700年の時点で江西には7000人ほどのキリ
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スト教徒がいたという。イエズス会以外にもフランチェスコ会やドミニコ
会などが拠点を設けていた。
　1699年に南昌に到着してからプレマールは長期に渡って建昌（今の南城）
に住み中国語の研究に没頭した。プレマールが最も熱心に研究に取り組ん
だのは『易経』であった。ルンドベックによればプレマールの古典読解力
は ゴー ビ ル（Antoine	Gaubil,	中 国 名 宋 君 栄、1689－1759 ）、パ ル ナ ン
（Dominique	Parrenin,	中国名巴多明、1665－1741）、ヴィスドルー（Claude	
de	Visdelou,	中国名劉応、1656－1737）などといった他のフランス人宣教師
を超えていたという。
　プレマールは1714年から1716年まで北京にてブーヴェと共に宮廷に出仕
した。建昌に戻って以後は1721年から九江に居を移す。1724年には典礼問
題に絡んで広州に放逐され、継いで1733年にはマカオに移り、そこで没し
た。
　プレマールが主張した象徴派の思想は教皇庁の布教聖省（Congregatio	
pro	Gentium	Evangelisatione）に否定された。かつ1719年にフランス宣教
師団の上長となったエルヴュー（Julien	Placide	Hervieux、中国名赫蒼璧）
も象徴派の主張に反対し、プレマールの著作の出版を却下し続けた。それ
でもプレマールには儒教や典礼問題に関する著作がいくつかあるが、中国
語研究で最も重要なのはやはり『中国語文注解』（1720）である。
1．2．『中国語文注解』
　『中国語文注解』は本文262頁、後ろに28頁の索引がある。三つの部分に
分かれ、第一部が序論、第二部が口語編、第三部が文語編である。第一部
は中国の文献の分類、漢字の特徴、『中国語文注解』中で採用するローマ字
標音法、官話の発音および中国語学習法などといった内容に及ぶ。第二部
は簡単に文法体系を説明した後、主な単語について例を挙げ説明する。最
後には口語で常用される165項目のことわざを挙げる。第三部は文語の読解
法を解説し、その体裁は第二部と同様である。中に反義語のリストを含む。
来華宣教師の中国語教育（千葉）
331
巻末には索引が付される。
　本書の草稿は長期に渡ってパリ国立図書館に眠っていた。1831年にマラ
ッカの英華書院で排印本が出版され、また1847年にはジェイムズ・グレイ
ンジャー・ブリッジマン（James	Granger	Bridgman）によって英訳本が
出された。J・G・ブリッジマンは初のアメリカ人来華宣教師イライジャ・
コールマン・ブリッジマン（Elijah	Coleman	Bridgman、中国名高理文ま
たは裨治文）の従弟である。
　『中国語文注解』英訳本はラテン語原文のフランス式ローマ字を英語式の
ものに改め、同時に音声自身についても19世紀当時の実情に合わせ改変し
た部分がある。また原文と英訳本を対照させると分かるが、英訳本には原
文の内容を削除したところや原文にはない内容を補っているところもある。
従ってウァロの『官話文典』がコブリン（South	Coblin）の校訂本によっ
て排印と影印を対照できるのとは異なり、『中国語文注解』英訳本を『中国
語文注解』の原本そのものとみなすのはいささか危険である。しかしプレ
マールと『中国語文注解』を研究する論考はこれまでほぼいずれも英訳本
を分析対象としているようにみえる。2）
　このような中、日本では何群雄『初期中国語文法学史研究資料　プレマ
ールの『中国語ノート』』（東京：三元社，2002）が出た。本書はマラッカ
の英華書院で出された排印本の影印である。『中国語文注解』についての解
説は巻末にあるものの翻訳はない。そこで千葉（2004）以降、何群雄 2002
に基づいて『中国語文注解』の和訳を順次開始し第一部口語編については
全訳を完成している。（ただしすべてが公刊されているわけではない）。以
下日本語訳は原則としてこれにならう。
　引用の後に付したページ数は、例えば I：145と指示する場合、千葉訳の
連載回数とページ数であることを示す。
 2）	 西山（2009）は原文を取り扱った数少ない論考の一つである。
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2 ．プレマールの観察
2．1．音声
2．1．1．声調
　以下に詳述するように、プレマールは中国語の音声について非常に精緻
な観察を残している。まずは声調についての認識から見ていこう。なお、
以下の引用文中では本文に用いられた漢字は原則として行書体で示す。ロ
ーマ字標音が誤っているように見えるところには sic を加えた。ローマ字
標音から漢字を補った場合は［	］でくくっている。また「…」は省略を示
す。
（1）… 中国文字は口で発せられれば一度に声調と音を表す。音は鋳型
に流し込まれる金属のようなものであり、声調はその鋳型の形のよう
なものである。従って両者は等しく正しい発音を要求するのである。
第一に、このために、文字は鋳型の台座として認識される。つまり、
その文字の正しい音が把握されねばならない。第二に、鋳型の形にも
注記がある。それは、文字の正しい声調がもたらされねばならないと
いうことだ。この両者は別々に行い、まずは声調から始められたい。
なぜなら我々はそのようにしてこそよりよく付録を扱うことができる
からである。（I：113－114）
　声調が音3）の鋳型であるという比喩は声調を重視する態度の表れにほか
ならない。プレマールの中国語に対するイメージは、漢字が土台にあり、
その上に音を規定するところの声調が鋳型として乗り、そこへ音が流し込
まれて正しい読音が発音される、というものであるようだ。声調に対する
重視は以下の言葉が最も明らかに示しているであろう。
（2）文字の純粋な音とは身体のようなものである。そして、声調はそ
の魂である。（I：114）
 3）	 ここでは声調を除いた声母と韻母を指す。
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　プレマールはヨーロッパ人宣教師が中国語をうまく話せないのは声調と
気音に対する注意が欠けているからであると喝破する。
（3）例として「看」“見る”を挙げる。中国語自体が与える音は k‘an
であり、声調は直線的な k‘ān である。そして時には鋭い k‘án となる。
これら三点、つまり音、気音、声調はすべて不可欠である。…このよ
うであるから、もし不適切にも気音k‘anもなく声調k‘ānもなくk‘anを
発音したならば、これはヨーロッパ人が非常な努力を中国語学習に費
やしたのにも関わらず中国人にはほとんど理解されない理由である。
I：114）
　以下ではプレマールによる18世紀中国語の描写を見ていこう。プレマー
ルは声調をきわめて重視しておりその描写も多い。
（4）中国の声調は「平」p‘îng と「仄」tse
sic
に分かれる。声調 p‘îng「平」
あるいは“正しく平らな声調”は「清」ts‘i
s i c
n、“澄んだ”と「濁」tchǒ
“濁った”に下位区分される。あるいは“明るい”と“暗い”でも同じ
である。そして「仄」という声調は「上」chàng“上昇する”「去」k
s
‘
i
i
c
ù	
“投げ去る”、「入」ge
sic
“入る”に下位区分される。なぜならこの三つの
声調は本当に逸れていくからである。ただし chàng［上］は上昇する
かのようであり、k‘iù［去］は押し下げるかのようであり、ge
sic
［入］で
は中へ落ちていくかのようだ。（I：114）
　この描写からある程度の調値推定も可能であろう。声調の重要性は意味
の違いがそれのみによって表される漢字を挙げることで示される。
（5）狙った意味の通りの声調を発せねばならないというような字は少
なくない。…例えば「爲」が p‘îng［平］の oûei であれば“する”を意
味し、k
s
‘
i
i
c
ù［去］でo
s i c
uèiと読めば“～ために”を意味する。例えば「惡」
ngǒ“悪い”は ge
sic
［入］であるが、「惡」が oú ならば“憎む”、「惡」が
oū ならば疑問詞である。例えば「與」が yû ならば分詞であり、「與」
が yù ならば“与える”、「與」が yú なら“参加する”である。（I：114）
文化交渉による変容の諸相
334
2．1．2．声母
　声母についてはまず有気音と無気音との区分の重視が特筆されよう。プ
レマールはまずフランス語を始めとするヨーロッパ諸語にはほんとんどな
いこの区別の重要性を説く。
（6）声母についての次の注記は、五つの有気音 k‘，p‘，t‘，t‘ch，t‘s を
正しく発音するということだ。こうした有気音は、母語にはそれを持
たぬフランス人には特によく見落とされている。（I：115）
　またフランス語において音節頭にも音節末にもない声母 ng［］につい
ても注記する。
（7）ng があるとき、つまり ngo,	ngai,	ngan は覆うように nego,	negai
などのように発音する。どの子音もはっきり発音されねばならないが、
g は h よりいくらか強く感じられる。Ngai,	ngan は中国人がいうのを
聞き取ったその通りに発音すること。もし ng の後ろに e が後続し h が
挿入されたならば、イタリア語でよくやるように、その音を硬くして
nghe,	nghen を保つ。（I：115）
　前半の neg- というローマ字標音は、フランス語の正書法に従えば中国語
の音節頭にある［］のために［ng-］という近似した発音を指示している
ようだ。また［e-］を表すのに nghe- という見慣れないローマ字標音が現
れるのはフランス語では ge- が［e-］を表すからである。ちなみにイタリ
ア語では ge- は［e-］であり、［e-］を表すには ghe- と書かねばならない。
　さらにプレマールは中国語の声母の内部差異にも触れる。
（8）中国人自身の間でもある子音に関しては一致しない。第一に多く
の人が ch の代わりに s を発音する。chai の代わりに sai のように。逆
に s の代わりに ch もある。sou に対して chou のように。第二に多くの
人は tch を柔らかくして、例えば tchai の代わりに tsai などと言う。第
三に、子音 v と j を発音する人がいる。例えば vang と jang のように。
また ouang と jang のように言う人もいる。（I：115）
　例にある chai［ai］と sai［sai］、sou［su］と chou［u］、tchai［tai］と
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tsai［tsai］は今でいう歯茎音か後部歯茎音かの差であろう。vang［va］と
jang［a］、ouang［wa］と jang［a］の差も興味深い。
2．1．3．韻母
　韻母に関する注記は数多い。プレマールの卓見としてまず挙げるべきは
二重あるいは三重母音が一音節であることを指摘したことである。
（9）… 中国語のすべての語は単一の音節で成り立っているということ
だ。即ち一つの誤った発音がすべてに影響せぬよう気を配るべきであ
る。le-a-o などと言ってはならない。leao である。三つの音は荒々しく
口から一息に発するようでなくてはならない。また、ki-e-ou と言って
はならず、一息で kieou なのである。（I：116）
　フランス語をはじめとするヨーロッパ諸語であれば leao［liao］や kieou
［kiu］は 3 音節語になりうるがプレマールはそうした処理を明確に否定す
る。
　次いで、プレマールは音節中のあいまい母音を正確に聞き取っている。
（10）… 語中音たる e は常に変形されるが、この点について私には、e
に先行する i が、上手に柔らかく発音するために役立っていると思わ
れる。正しくはyeou,	hieou,	kieouであってyou,	hiou,	kiouとは大きく
異なっている。そして e が現れて聞こえる時は yé-ou、hié-ou、kié-ou
ではなく yeou,	hieou,	kieou などと読まれなければならない。（I：116）
　yeou［iu］は you［iu］ではなく、hieou［hiu］は hiou［hiu］ではなく、
kieou［kiu］は kiou［kiu］ではない。しかもプレマールによればこれらの
音節中の e は［］であって é［e］ではない。ちなみにフランス語ではアク
サンのない e はしばしば［］に読む。
　音声に関する注記は非常に細かい。韻母 -ai では実際の音声が［-ae］と
なることを「来」を例に指摘している。
（11）… hai,	pai,	 lai といった音において、語が音 i で終わるときは e の
ように発音する。例えば lae［來］“私は来た”である。その時 a は多
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くの場合知覚されるが e はそうでもなく、また決して i ではない。し
かしもし他の語が後続すれば i は再び現れる。例えば lai	 leao［來了］
“彼は来た”である。第四の注記は、yai,	hiai,	kiai において、a は先行
する i ではなく後続する i と結合させねばならない。kia-i ではなく ki-ai
であり、かつ一音節であって二音節ではない。（I：117）
　yai,	hiai,	kiai といった音節の切り方についても注記がある。当時の来華
宣教師は実際に kia-i のような分節をしていたのであろう。分節といっても
それが一音節であることをプレマールは念押ししてはいるが。
　最後にプレマールは韻母 eull［］について触れる。
（12）語末の l が残っているが、この発音は説明するのが難しい。ポル
トガル人は lh、スペイン人は ll と書いていて、その他は ull と書いてい
る。私はむしろ eull と書くことにする。中国人に聞くことが大切だ。
（I：118）
　プレマールの eull はおそらく［l］のような音を表していよう。それで
も実際の発音を表し得ていないことは自覚していたようで「中国人に聞く
ことが大切だ」と述べている。
2．1．4．フランス人のための注記
　第一節に述べたとおりプレマールはフランス人である。また当時の来華
イエズス会宣教師はパリ外国宣教会による派遣が主流であるから、中国に
はフランス人神父が多く来ていた。ヨーロッパ人による中国語文法書にお
いて『中国語文注解』はフランス人を対象にしたものとして早い時期に属
するであろう。『中国語文注解』本文はラテン語で書かれているが、すでに
見たとおり中国語のローマ字標音にはフランス語の正書法を適用している。
以下の記述はそうした事情を説明するものである。
（13）たいていの場合声母からしてフランス語の正書法を用いるが、現
在活動している宣教師たちのためである。私が簡単に説明することは
フランス語の正書法を用いてなので、他の言語の正書法とは異なる。
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…第一にフランス語ではch、スペイン語ではxで書かれる。従ってchā
と xā は同じである。第二にフランス語の tch、スペイン語とポルトガ
ル語では ch である。従って tchā と chā は同じである。第三にはフラ
ンス語の ts、他の言語の ç も同じである。故に tsǎ と çǎ は同じである。
フランスの言語と発音を無視して、この三点をよく記憶することなく、
私のこの小品を読もうとするならば簡単に誤解してしまうであろう（I：
115）
　［］を表すのにフランス語では ch，当時のスペイン語では x になる。同
じく［t］を表すのにフランス語では tch，スペイン語とポルトガル語では
ch を用いる。［ts］に対してはフランス語ならば ts、他の言語では ç とな
る。従ってヨーロッパ諸語によるこのような正書法の違いを理解しないま
までは漢字のローマ字標音を読み誤る恐れがあるのであった。同様の注意
は続く。
（14）… フランス語の u が他国にとっては十分やっかいだと言うことで
ある。ou という発音の時には私は常に ou と書く。一方で u と書く時
は、その記号は我々フランス語の u を表す。ポルトガル語はその u の
上にひとつ点を打ち、ou と読むことになっている u と区別する。また
一つ i を加えて kiuen,	 tsiuen などと書くこともある。（I：116）
　フランス語では u は［y］を表し、［u］を表すには ou と書かねばならな
い。『中国語文注解』ではこういったフランス語式の正書法が全編に渡って
守られている。これを踏まえた上でプレマールはフランス人がフランス語
の特徴ゆえに誤りやすい発音を指摘していく。
（15）h は疑いなく有気音であるが、よくよく気を付けて欲しいのは k
と混同してはならないということだ。y,	hi,	ki,	kǐ のこの四種は全く違
う。（I：115）
　フランス語は語頭音に［h］がない。従ってフランス人にとって h に始ま
る語は有気音と感じられる。おそらく hi［hi］は y［i］とペアで、hi は y の
有気音と認識されたのであろう。いずれにせよ y と hi の区別が彼らにとっ
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て非常に難しかったであろうことは想像に難くない。
（16）hao,	kaoのようにaが先行するときはフランス人がhaurire,	causa
を読むときのように聞こえてはならない。au は o で終わっているが、
ノルマン人が haut“高い”や causer“おしゃべりする”を言うときの
ように、またはラテン語で haurio,	caute などというときのように、a
は知覚され読まれねばならない。（I：117）
　フランス語では二重母音は好まれない。正書法でもau,	aoは一般的に［o］
［］である。プレマールはそうしたフランス語的な発音ではなく、綴りの
通り［au］と発音するよう注意を求める。フランス語式のローマ字標音に
ミスリードされぬよう注意を促す記述は続く。
（17）末尾の n はラテン語でやるように発音する。an	est	domi?	en	
adest,	 in	altro など。故にフランス人は中国語の mien,	 tien,	sien を母
国語で mien“私の”tien“あなたの”sien“彼の”のようには言わない、
ということに気づかれたい。…同様に、n は後続する音とつなげて、
nan	yen の代わりに na	nien のように、発音してはならない。（I：117）
　これは中国語にはフランス語のような鼻母音がないのでローマ字標音に
おける語末の n は発音されねばならないということである。mien はフラン
ス語の正書法のままに読むと［mi］となってしまうため、［mien］と発音
するよう注意していることになる。
　（17）の後半部はリエゾン（liaison）に関する注意である。フランス語に
はリエゾンと呼ばれる現象があり、語末の子音が次の語の語頭母音と結合
する。例えば une	amie［yn	ami］（ある女友達）は実際には［y	nami］と
なる。プレマールはこうした規則は中国語にはなく、リエゾンのようなフ
ランス式の発音は中国人にとって不自然であることを指摘している。
2．2．漢字
　象徴派のプレマールにとって『易経』を初めとする中国古典の研究は重
要なテーマであったが、同時に漢字そのものも研究すべき対象の一つであ
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った。なぜなら旧約聖書の痕跡は漢字の造形にも認められる可能性があっ
たからである。漢字の創製は旧約の時代にまで遡りうる。ならば漢字の字
形が当時の事物や出来事を象徴している可能性は大いにあり得るのであっ
た。そしてプレマールは漢字の特徴を以下のように指摘する。
（18）中国の文字は二重体として考えることができる。一つは文字自体
であらゆる音や声調から独立したものとして、もう一つは口で発音さ
れ、さまざまな音を持つものとして、である。（I：111）
　つまりプレマールは漢字の要素たる形音義の内「形」「義」を「音」に対
置させて理解していることになろう。それだけプレマールにとって漢字は
独特な文字に映ったようである。その独自性は以下の記述が最もよく反映
していよう。
（19）中国の文字は他のあらゆる既知のものとは異なっている。即ち一
つ一つがある意味を有するため、語彙の数だけ文字があるという点、
そして文字自体では音または声調を全く表すことがなく、耳にではな
く、まさに心に向かって話しかけるという、純粋なイメージと記号で
あるという点である。（I：111）
　「語彙の数だけ文字がある」という膨大な漢字の数と、さして多くない音
節数とのアンバランスをプレマールは以下のように例を挙げて説明する。4）
（20）あるものは対照的にきわめて多くの字を持つ。例えば y という音
である。一覧には「義」“正義”あるいは「異」“ことなる”、「藝」“技
術”、「枴」“塵”、「翳」“花の影”、「瘞」“葬る”、「曀」“暗い”、「殪」
“殺す”、「撎」“深く礼をする”、「議」“話し合う”、「易」“易しい”、
「裔」“子孫”、「毅」“忍耐”、「縊」“首をくくる”、「肄」“細い枝”、「乂」
“導く”、「劓」“鼻をそぐ”、「睨」“片目で示す”などがある。…文字は
やたらと多くとも、y は一つなのである。（I：138）
 4）	 プレマールは別の箇所で「品字箋はおよそ 2 万字を収めるが、音節は1500を超えな
い。」と指摘している。プレマールの音節表では1445音節が挙げられている。
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　プレマールは漢字のさまざまな字体にも注意を払っている。旧約と漢字
との関係を調べる上で字体の種類とその変遷は欠くべからざる知識であっ
たのだろう。
（21）現在でも有力な正書法は「隷」lí と呼ばれる。説文なる辞書でよ
く用いられているものは「篆」tchuèn という。この二つのうちどちら
がより古いものなのかはよく分からない。「科斗」k‘ō	teoù という字に
ついては正確には全く定義することができない。漢朝のとき、現在で
は文人あるいはその著作、または序文や跋文で用いられる「草書」ts‘aò	
chū が現れた。この書体があまり流行らないのはもっともなことであ
る。（I：112）
　他にも「古字」「本字」「正字」「俗字」「省字」「偽字」について説明し、
例を挙げて解説する。
　プレマールは来華宣教師に漢字を読めるようになるだけではなく、自ら
書くことができるようになるよう勧めている。しかもヨーロッパ人の書き
慣れたペンではなく中国の筆で、中国の紙に書くことを奨励しているので
ある。
（22）… できるだけ早く、中国語をペンで、あるいは少なくとも中国人
の使う筆で書くことを学ぶということだ。…これによってあなたは少
なからぬ利益を得る。あなたは自分のノートを自分で書き、気に入っ
たものを抜き出すことができる。いつでも助手の筆に頼っていては面
倒でもあるし、非常に貴重な時間を奪われてしまう。（I：109）
2．3．文献
　中国の膨大な文献をプレマールは 9 種に区分する。（1）『易経』や『詩
経』のような「経」、（2）四書、（3）『道徳経』・『儀禮』・『南華経』、（4）『孟
子』・『荀子』・『楚辞』など、（5）『左傳』・『穀梁伝』・『公羊伝』など、（6）
韓愈・王安石・欧陽脩などの作品、（7）王肅・鄭玄などの注解、（8）朱子・
二程などの注解、（9）さまざまな史書である。こうした分類はヨーロッパ
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の中国学に影響を与え、19世紀まで受け継がれた。
　このような膨大な文献についてプレマールは読むべき書物の順序を指し
示す。同時に解説と参考書をも紹介している。
（23）書物を学びまた読んでいくべき順序は以下の通りである。第一に
『孟子』から始めよう。なぜなら文体が簡潔すぎないからである。つい
で『論語』に進み、第三の段階には『大學』がくる。そして最後は『中
庸』である。というのは、このようにして経への足がかりが徐々に形
成されるからである。その後は『詩經』、『書經』、最後に『易經』とい
うのが読むべき順序である。（I：109－110）
　他にも十三経と納蘭性徳の『新刊経解』を参照することも勧めている。
　上述の諸文献にアプローチするためにはやはり辞書が欠かせない。その
ことはプレマールも認めている。
（24）新しく来華した宣教師たちは何らかの辞書を得ることを何よりも
望んでいる。まるで言語を学ぶためには他の方法など何もないかのよ
うに。（I：110）
　そしてプレマールは有名な辞書を紹介し、その長所短所を列挙する。プ
レマールが言及している辞書は『正字通』『康熙字典』『品字箋』『説文』で
ある。
（25）第一に「正字通」tchíng	tsée	t‘ōng。この辞書についてそんなに
信用することはできない。特に字の分析についてはそうである。第二
に、「康熙字典」k‘āng	hī	 tsée	tièn	は正字通そのものである。それは
十分な正確さと知識とをもって『正字通』の不要で不正確なところを
正すよう命じたものだ。第三に「品字箋」p‘ìn	tsée	tsiēn。漢字を韻に
従って並べているが、新しい方式で並べられており、非常に学びやす
く、まことに有用である。第四に「説文」chouě	vên。正確な文字の分
析を知ろうとするすべての人によって長い間深く研究されてきた本で
ある。が、ほとんどの人が理解していない。（I：110）
　『正字通』は張自烈（1598－1673）の著。張自烈は江西宜春の人である。
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『正字通』は明代の『字彙』の214部首制を受け継ぎ検字に便利である。し
かしプレマールの『正字通』に対する評価はさして高くない。おそらくそ
れは語源を調べる際プレマールが『正字通』を不正確なものと見なしたか
らであろう。ルンドベックも指摘するように5）、張自烈は『説文』の説を採
用していないからである。これには『説文』や『廣韻』の権威を認めない
理学者としての張自烈の態度が関係していよう6）。この他プレマールは『正
字通』の反切や訓釈の方式にも不満だったようである。『正字通』は来歴の
明らかな字にのみ反切と訓釈を施し、それによって文言常用字を浮き上が
らせるという手法を採っているからである。7）
　『康熙字典』は1715～1716年刊。刊年の関係から、他の辞書と比べた場合
1720年出版の『中国語文注解』に対して与えた影響は小さかったであろう。
　『品字箋』は虞徳升撰。1677年（康煕十六年）刊。プレマールはこの辞書
に対しては「まことに学びやすく、まことに有用である」と比較的高い評
価を与えている。
（26）どうやって中国の辞書で求める字を捜すのかとあなたは尋ねるだ
ろう。漢字は韻に従って配列されており、中国語には代表字として107
字あるということを知らねばならない。それは我々のアルファベット
のように記憶されている。それを 5 つの声調によって分割するのであ
る。初めの15字が第一の声調	—	に属し、次の15字は第二声	∧	、次
の30字は第三声	＼	へ、次いで同数の字が第四声	／	へ、そして最後
に17字が第五声	∪	に属する。しかしヨーロッパ人によって中国の声
調は直ちに慣れるものではなく、この種の辞書は使うのが難しい。（I：
110－111）
　「	—	∧＼／∪」の記号は母音の上に付される声調記号を示す。韻に基づ
く配列はヨーロッパ人にとっては使うのが難しい。プレマールと同じフラ
 5）	 Lundbaek	1991：71。
 6）	 古屋	2009：23。
 7）	 古屋	2009：23。
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ンス人宣教師トリゴー（Nicolas	Trigault）の『西儒耳目資』が100年前に
出ていたにもかかわらずプレマールの書で一言も触れられていないのは、
『西儒耳目資』が中国の韻書の体裁に倣い韻ごとの配列を採用しているから
かもしれない。石崎 2005 に説くように、来華宣教師を初めとするヨーロッ
パ人にとって『西儒耳目資』は必ずしも使いやすい辞書ではなかった。現
にヨーロッパ各国の図書館に現存するこの時期の辞書類はプレマールが挙
げた『康熙字典』や『品字箋』、『正字通』の類が非常に多い。
　『正字通』を初めとする字典は部首検索を採用している。プレマールはこ
の方式による検字方法を紹介する。8）
（27）『正字通』と他の辞書は他に派生した200あまりの漢字を用いてい
る。これらはちょうど根のようなものであり、中国人は「部」póu と
呼んでいる。他の字は根から生える幹である。それは同じ線の数、中
国語では「畫」hoá というが、それによって配列され、常により単純な
画から始まるようになっている。しかし注意すべきは、数えるのは幹
の部分であって、要素たる部首を余計に数えてはならない。（I：111）
3 ．プレマールの学習法
3．1．発音
　まずプレマールは書中に掲載している音節表（本文中では「一覧」と呼
んでいる）をよく学ぶことを勧める。9）
（28）… 中国語の発音を学びはじめる人は誰でも 1 、 2 ヶ月一覧を通読
することで大きな収穫を得ることができる。ここで、知ったことをそ
 8）	 ただし、プレマールは（27）の引用の直後に「しかしこの方法は、ここではそんな
に多く示せなかったが、少なからぬ問題を残している。もしうまく韻によって一連
の字が並べられたとしても、他の欠点が現れてくるだろう」と述べている。（I：111）
「他の欠点」が何を指すのかは不明。
 9）	 音節表は千葉	2004：118－138参照。
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の中国文字の側に書き留めておくことが必要であり、明瞭な声調と気
音をもって徐々に読音を学んでいくことも必要だ。（I：139）
　その音節表に記されるところの発音は当時の「マンダリン」の音である
とプレマールはいう。そして地域によっては雇っている中国人教師に方言
を教えられてしまう可能性を指摘して注意を促している。
（29）しかしあなたのいるところによっては全く逆の発音があろう。多
くの文人たちはその省ないしは町で使われている音を用いて召使いた
ちに話すものだ。もしそのようであるならば、あなたに彼が教える中
国語はマンダリンの音を正しく習得させないし、そのような教師はあ
なたに利益をもたらさないどころか有害である。…もし多くの音があ
なたの教師によって私が記したのと同じように発音されれば、あなた
はその人を信頼しても問題ない。（I：139）
　当時の学習法は中国人の教師を招き、面と向かって発音を学ぶというス
タイルであったようだ。以下の（30）の記述から見る限り、ヨーロッパ人
が実際に発音を教師にしてみせて、教師がそれを直す、ということを繰り
返す方式であったように思われる。
（30）この追加事項によって、中国人の教師が一覧を読む間しばし、新
来の宣教師は耳全体で自分が聞いた音と声調を飲み込んでほしい。彼
自身で、その音節の後に大きな声で教師に向かって発音し、それが誤
っていたときも自分を責めないでほしい。そして耳が本当に慣れるま
ではこの苦労をやめないでほしい。（I：139）
　具体的な発音練習としてプレマールはいくつかのミニマルペアを挙げる。
まずは有気音。
（31）最も重要なのは宣教師たちが声母の習い始めから有気音に慣れる
ということだ。有気音や、聞いた他の音についても知覚できるよう正
しく有気音を発音できるようになること。その境界線としては「止」
tchì“止まる”と「齒」t‘chì“歯”、「波」pō“波”と「玻」p‘ō“ガラス”、
「幹」kán“幹”と「看」k‘án“見る”、「尊」tsūn“敬う”と「村」t‘sūn“村”、
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「迪」tǐ“励ます”と「惕」t‘ǐ“恐れる”などがある。（I：115）
　継いでさまざまな声母と韻母。ここで声調は陰平に限られていることが
重要である。
（32）中国人が次々と同じ声調の複数の字を読むようにやってみよ。例
えば「燒」chāo、「招」tchāo、「蒿」hāo、「尻」k‘āo、「包」pāo、「騒」
sāo、「遭」t‘sāo、「刀」tāo などのように。あるいはさまざまな母音で、
例えば「該」kāi、「腮」sāi、「非」fēi、「雖」souī、「酣」hān、「甘」kān、
「先」siēn、「心」sīn、「孫」sūn、「方」fāngなどのように続ける。（I：139）
　ついで声調の練習。まずは同じ声母と韻母で、声調のみを変える練習で
ある。
（33）声調を有するのであるから、私はそれらを同時に、その現れる順
序で五つに並べた。例えば「迂」yū、「魚」yû、「雨」yù、「雨」yú、「域」
yǔ、「溪」k‘ī、「奇」k‘î、「起」k‘ì、「棄」k‘í、「乞」k‘ǐ などのように。（I：
139）
　次はさまざまな声母や韻母を持つ音節を同じ声調で読んだり、声調を変
えたりして練習することになる。
（34）ついで同じやり方で他の声調に進む。例えば「扶」fôu、「模」môu、
「奴」nôu、「吾」ngôu、「無」vôu などである。それぞれ異なった二つあ
るいは三つの声調を同時に練習することもやってほしい。例えば「兒」
èull、「二」éull；「安」ngān、「闇」ngàn、「按」ngán；「訪」fàng、「放」
fáng；「敬」kíng、「景」kìng；「禁」kín、「謹」kìn のように。…あるいは
有気音を混ぜて「丹」tān、「貪」t‘ān、「坦」t‘àn、「胆」t‘àn；「波」pō、
「玻」p‘ō、「播」pó、「頗」p‘ò、「破」p‘ó、「跛」pò などのように。（I：139
－140）
　そして最終的には以下のような境地に達するまで練習を続けるよう希望
している。
（35）要するに、我々の歌がレ・ミ・ファ・ソ・ラのように音階を区別
するがごとく、明確かつ容易に中国の声調を習得するまでは、同様な
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数多くの方法を試みられたい。（I：140）
3．2．漢字
　プレマールによれば、漢字を学ぶ際には読音だけではなく字形と字義も
同時に覚えねばならない。
（36）… 音声のみを暗記するのではなく、字形や字義をも一緒に覚えね
ばならないということである。それゆえ、例えば道義という観念自身
を心に浮かべるだけではなく、「信」sín という文字自体をもイメージ
して発音するのがよい。そしてその意味を表す二つの部分、つまり
「人」gîn“人間”と「言」yên“ことば”を、さらに最終的には、明るい
鏡を合わせたようなイメージの中で、声調も付けて sín という単音節
を覚え込むのである。（I：109）
　漢字に関する学習法は『中国語文注解』で具体的に触れられているわけ
ではないが、それを推測させる記述はある。
（37）一度四、五千字をよく把握すれば、本を読み中国語で作文できな
い人など確実にいなくなると言われている。そしてどの宣教師が、自
分は五回も六回も学ぶような	十分な記憶力も才能も持ち合わせていま
せんなどと進んで告白するであろうか？（I：113）
　最後の「五回も六回も学ぶ」という表現から、当時1000字を単位として
漢字を覚えていくような教育システムがあったのかもしれない。あるいは
『千字文』のような識字のためのテキストを念頭に置いたものか。
3．3．語彙と文体
　プレマールは個々の漢字やその発音を覚えることもさることながら、そ
れ以上のことも要求している。
（38）しかし、私は新来の宣教師に十分に認識されるであろうと期待す
る、というよりは熱望しているところの、非常に重要な点がある。誰
も私にやるよう勧めなかったことではあるが、記憶力が確かなうちに
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彼らには行ってほしい。即ち、中国人の少年がやるのと全く同じやり
方で、 4 冊の古典の書を暗記するべきであるということだ。我々は再
び少年へと戻らねばならぬ。この民族にイエス・キリストの教えを喜
びとともに伝えたいのであれば。（I：108）
　実際にプレマールが四書を暗記したのかどうかは定かではないが、少な
くともプレマールはそれを重要なことと認識していた。それには以下のよ
うな理由がある。
（39）なぜなら、宣教師は中国人の本をタイミングよく賞賛し、その記
憶にたくさんの知識を保持し、それらについて中国人の教師よりも上
手く説明するような外国人を、中国の文人たちがどれだけ評価するか、
すぐに経験することになるのだから。（I：109）
　そして四書を学ぶ方法は極めて具体的に紹介されている。やや長いが以
下。
（40）私にとって大きく役に立った方法を述べるならば以下のようにな
る。始めに、中国の書物を熱心に学ぼうとした時に、中国の筆が愛す
るような滲みやすい紙ではなく、ヨーロッパのペンが恐れる必要のな
い上質な紙に書かれた純粋な『孟子』『論語』『大學』『中庸』のテキス
トに注目したのである。私はそれをはっきりと書いた。テキストの行
間は十分に空けて、 2 ページのうち 1 ページだけに順序よく書いてい
かねばならない。それから 4 ページごとに全てをまとめて一冊の本を
作り、そうした冊子をつくってから、最後にその本文について吟味し
質問するのである。
　もう片方の空白のまま残した部分には、自分の注記を書く。この種
の注記では、私は常に 3 つのことを狙っている。第一に、テキストの
意味をしっかり把握し、優美な文体をも学ぶことができるように、す
ばらしいと思われる文章を集めることである。第二には、同様に、無
名の注釈家のあまり上手とは言えぬ文をも集めること。そこから現代
の中国人が注釈についてどのように考え、またお互いにどれだけ愚か
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しい論争をしているのかが知られるだろう。第三には、もしより正し
いと思われる表現を思いついたならば、その点について後で中国人と
論議するため省略せずに書き留めるということだ。私は文字の脇へそ
の発音と意味を書いておいた。すべての声調と気音を、それに慣れて
容易にできるようになるまではしっかり記しておかれんことを。（I：108）
　同様に、四書に限らずさまざまな事物をノートするよう強く勧めている。
（41）筆者は中国語を学ぼうと熱望する全ての人に強く勧める。直ちに
自らのために空白のノートまたは本を数冊用意し、一冊には本を読ん
でいる際に出会ったすべての比喩をメモするのだ。もう一冊には、お
互いに逆の意味を持つ字を縦二列に対比させて並べる。もう一冊には
種種の出来事によって有名になった古代の事物をノートする。最後の
一冊には有名な場所、樹木、花、川、動物、石の名称を記す。（I：108）
　最後に『中国語文注解』の有用性を説く。中国人の字典には白話文学作
品の用例は一切載っていないのが通例であるが、『中国語文注解』ではそう
した例を多く収録しているのである。そして音節表に見える発音をマスタ
ーすれば、発音と部首制から目的の漢字を探し出すことができるようにな
るという。
（42）彼らのどの辞書にも文学作品は載っていないのだが、私はそうし
た辞書よりも多く作品を示して供するので、通読されたい。そしてす
べて、あるいはその最初の部分を一度よく学び、後に見いだすであろ
う索引を慣れるまで暗唱すれば、その宣教師にとって中国の語彙は何
の苦もなく必要な時に探し出すことができるだろう。（I：110）
4 ．小結
　プレマールは鋭い観察眼で正確かつ詳細に当時の官話の特徴を把握して
いた。プレマールは自身の学習法に相当な自身を持ち、「これまでの方法で
1000字覚えるより、この方法で100字を学ぶ方がより長く効果を発揮する」
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とまで言い切っている。また彼は新来の宣教師に四書を暗記するよう求め
てもいた。
　プレマールの見解と大量の例文を収めた『中国語文注解』は疑いなく18
世紀来華宣教師の中国語学習・研究の精華である。プレマールの観察と分
析は東西言語文化交渉の重要な成果であった。
　今回は教育法に焦点を当てたが『中国語文注解』の大量の例文に付され
たローマ字標音の分析からはいくつかの興味深い特徴が見いだせる。また
例文についても、その大部分はプレマールが中国人文人との実際の会話か
ら得たものではなく、ほとんどは当時の白話文学作品から取材したもので
ある。
　これらについては別稿にて論じるが、ここからプレマールが学ぼうとし
た言語、彼が記録しようとした言語はいったいどのような中国語であった
のか、『中国語文注解』の編纂目的は何だったのか、『中国語文注解』は中
国語史上にどのような位置づけをすべきかといった疑問も新たに生じてこ
よう。
　『中国語文注解』は貴重な官話資料であり、その音注、教育法、例文およ
びその中国語史上の位置などを含め、さらなる検討を加える必要があるこ
とは疑いない。
付記：本文は2009年度日本学術振興会科学研究費補助金（若手 B）「19世紀中
国翻訳語研究」（20720113）の研究成果の一部である。
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